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機
会
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
生
徒
や
先
生
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

実
習
で
は
、
自
衛
隊
ら
し
く
所
長
か
ら
生
徒
達
に
対
し
「
任
務
付
与
」
が
行
わ

い
う
間
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

め
、
所
長
に
よ
る
「
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
実
施
し
、
生
徒
達
は
、
自
衛
隊
の
職
域

昼
は
隊
員
食
堂
で
の
「
体
験
喫
食
」
を
挟
み
、
午
後
は
午
前
中
の
「
防
災
講
話
」

の
広
さ
や
、
国
家
公
務
員
と
し
て
の
待
遇
面
の
良
さ
等
に
つ
い
て
、
初
め
て
知
る
事

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
ま
ず
自
衛
隊
の
概
要
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
た

験
か
ら
リ
ア
ル
な
話
を
聞
き
、
生
徒
達
は
真
剣
な
表
情
で
傾
聴
し
て
い
た
。

に
協
力
し
て
取
り
組
み
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
い
集
団
で
事
を
成
す
達
成
感
や
仲
間

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
前
橋
募
集
案
内
所
（
所
長　

２
等
陸
尉　

土
屋　

章
）

～学び、そして実践へ～
２等陸曹　武井　健司

生
徒
27
名
及
び
教
諭
２
名
に
対
し
、
自
衛
隊
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。

の
大
切
さ
に
つ
い
て
実
習
を
通
じ
て
学
ん
だ
。

各
座
学
の
休
憩
間
に
設
置
し
た
「
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
」
は
生
徒
達
に
人
気
で
喜

積
み
を
行
っ
た
。
生
徒
達
は
、
事
前
に
示
さ
れ
た
「
着
眼
」
を
意
識
し
て
一
生
懸
命

続
い
て
「
防
災
講
話
」
で
は
、
所
長
の
従
事
し
た
災
害
派
遣
現
場
で
の
多
く
の
経

生
徒
達
か
ら
は
、「
自
衛
隊
も
い
い
か
も
！
と
思
い
ま
し
た
。」「
１
日
が
あ
っ
と

前
橋
募
集
案
内
所
で
は
、
今
後
も
、
地
域
・
学
校
と
の
連
携
を
深
め
、
あ
ら
ゆ
る

12
月
12

は
、
令
和
６
年

日
、
陸
上
自
衛
隊
新
町
駐
屯
地
に
お
い
て
、
駐
屯
地
広
報
及

び
、
第
12
施
設
隊
第
２
小
隊
の
支
援
を
受
け
、
群
馬
県
立
伊
勢
崎
興
陽
高
等
学
校
の

に
驚
い
た
様
子
で
、
自
衛
官
と
い
う
職
業
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
。

ん
で
も
ら
う
事
が
出
来
た
。

で
学
ん
だ
「
土
の
う
作
成
及
び
土
の
う
積
み
」
の
実
習
を
行
っ
た
。

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
協
力
し
、
示
さ
れ
た
規
模
の
土
の
う
を
作
成
し
て
土
の
う


